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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成24年
３月31日

自平成24年
10月１日
至平成25年
３月31日

自平成23年
10月１日
至平成24年
９月30日

売上高（千円） 3,663,8663,520,8336,902,662

経常利益（千円） 220,008 23,225 41,449

四半期（当期）純利益（千円） 220,980 35,606 47,411

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
225,581 81,689 40,270

純資産額（千円） 6,105,3635,963,7155,920,052

総資産額（千円） 10,616,96210,234,1829,777,216

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
29.12 4.69 6.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.5 58.3 60.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
293,502△439,613 225,719

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△96,352 △52,142△115,846

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△164,506 249,719△351,992

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
890,843 374,042 616,078

　

回次
第54期

第２四半期連結
会計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
３月31日

自平成25年
１月１日
至平成25年
３月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 23.33 7.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（コーアツ工業株式会社）、子会社２社により構成されてお

り、建設事業、コンクリート製品事業、不動産賃貸事業を主たる業務としております。

当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更は、概ね次のとおりであります。　

<建設事業>

主な事業内容の変更はありません。

<コンクリート製品事業>

主な事業内容の変更はありません。

<不動産賃貸事業>

主な事業内容の変更はありません。

<その他>

主な事業内容の変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要や経済政策の期待による円安や株高

などにより、緩やかな景気回復持ち直しの動きが見られましたが、欧州債務危機や中国での内外景気鈍化など先行き

不透明な状況が続いております。 

　建設業界におきましては、東日本大震災の復興関連事業や耐震補強事業等で回復が見込まれますが、受注物件の獲得

競争や労務費・材料費の高騰等が影響しており厳しい受注環境が続いております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「全社員一丸となって、

受注体制や施工体制、管理体制を再構築して収益性を高め、企業価値の向上を図る。」を掲げ、鋭意努力してまいりま

したが、当第２四半期連結累計期間の売上高は、35億20百万円と前年同四半期に比し１億43百万円（3.9％減）減少し

ました。また、工事原価の圧縮、販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりましたが、完成工事高の減少により経常

利益は23百万円と前年同四半期に比し１億96百万円（89.4%減）減少、四半期純利益は35百万円と前年同四半期に比

し１億85百万円（83.9%減）減少しました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　　

　ａ.建設事業　

　当第２四半期連結累計期間における建設事業の完成工事高は、27億０百万円（前年同四半期比7.2%減）となり

ました。主な完成工事は、鹿児島県　道路整備（交付金）工事（百引拡幅１工区）５億13百万円(うち当連結累計

期間完成工事高１億６百万円)、国土交通省　鹿児島３号青山橋外２橋上部工工事２億65百万円(うち当連結累計

期間完成工事高１億19百万円)等であります。完成工事高の減少に伴い営業利益は１億44百万円（前年同四半期

比60.0%減）となりました。　　 

　　　ｂ.コンクリート製品事業

　当第２四半期連結累計期間におけるコンクリート製品事業の売上高は、７億43百万円（前年同四半期比9.7%

増）となりました。売上高の増加により営業利益は28百万円（前年同四半期比86.1%増）となりました。

　　　ｃ.不動産賃貸事業

　当第２四半期連結累計期間における不動産賃貸事業の売上高は、45百万円（前年同四半期比27.9%減）となり

ました。売上高の減少により営業利益は13百万円（前年同四半期比52.9%減）となりました。
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（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は102億34百万円で、前連結会計年度末に比し４億56百万円増加しま

した。主な要因は現金預金が２億42百万円減少したものの、受取手形・完成工事未収入金等が６億19百万円増加し

たことによるものであります。 

　負債は42億70百万円で、前連結会計年度末に比し４億13百万円増加しました。主な要因は未成工事受入金が１億59

百万円、長期借入金が１億24百万円減少したものの、短期借入金が４億10百万円、支払手形・工事未払金等が３億84

百万円増加したことによるものであります。　

　純資産は59億63百万円で、前連結会計年度末に比し43百万円増加しました。主な要因はその他有価証券評価差額金

の増加額46百万円によるものであります。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結累計期間

末に比べ５億16百万円減少し、３億74百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は、マイナス４億39百万円と前年同四半期に比し７

億33百万円の減少となりました。これは売上債権の増減額が２億50百万円増加、仕入債務の増減額が２億30百万

円、未成工事受入金の増減額が２億15百万円減少したものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は、マイナス52百万円と前年同四半期に比し44百万

円の増加となりました。これは固定資産の売却による収入が55百万円増加したことが主な要因であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金収支は、２億49百万円と前年同四半期に比し４億14百万

円の増加となりました。これは短期借入金の純増減額が３億80百万円増加したことが主な要因であります。 　　

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,400,000

計 30,400,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,600,000 7,600,000

大阪証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

単元株式数　

1,000株　

計 7,600,000 7,600,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
－ 7,600,000 － 1,319,000 － 1,278,500

（６）【大株主の状況】

 平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社植村組 鹿児島市伊敷５丁目９－８ 1,129 14.85

株式会社ガイアテック 薩摩川内市西向田町５－11　 678 8.93

コーアツ工業共栄会 鹿児島市伊敷５丁目17－５　 378 4.97

コーアツ工業従業員持株会 鹿児島市伊敷５丁目17－５　 305 4.02

株式会社南日本運輸建設 薩摩川内市永利町1355番地１　 269 3.54

株式会社鹿児島銀行 鹿児島市金生町６－６　 240 3.15

鹿児島リース株式会社　 鹿児島市山之口町１－10　 240 3.15

南日本開発株式会社　 薩摩川内市樋脇町市比野315　 200 2.64

共栄火災海上保険株式会社　 港区新橋１丁目18－６　 200 2.63

株式会社日本地下技術　 鹿児島市伊敷５丁目16－３　 199 2.62

計 － 3,841 50.55
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　10,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　7,575,000 7,575 －

単元未満株式 普通株式      15,000 － －

発行済株式総数 　　　 　　7,600,000  　－ －

総株主の議決権 － 7,575 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式499株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

コーアツ工業株式

会社

鹿児島市伊敷

５丁目17－５
10,000 － 10,000 0.13

計 － 10,000 － 10,000 0.13

 

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 736,078 494,042

受取手形・完成工事未収入金等 ※
 1,215,607

※
 1,835,285

販売用不動産 96,079 96,079

未成工事支出金 262,425 221,666

商品及び製品 134,904 154,246

仕掛品 3,029 3,779

材料貯蔵品 25,668 23,970

その他 151,791 213,099

貸倒引当金 △3,058 △7,663

流動資産合計 2,622,527 3,034,507

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,262,740 1,239,572

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 228,821 268,717

土地 4,316,018 4,286,018

建設仮勘定 22,802 23,267

有形固定資産合計 5,830,383 5,817,576

無形固定資産 37,512 35,049

投資その他の資産

投資有価証券 953,045 1,024,380

その他 599,894 587,395

貸倒引当金 △266,147 △264,726

投資その他の資産合計 1,286,793 1,347,049

固定資産合計 7,154,689 7,199,675

資産合計 9,777,216 10,234,182
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,349,023 1,733,073

短期借入金 349,184 759,184

未払法人税等 23,612 13,120

未成工事受入金 427,849 268,607

完成工事補償引当金 3,000 4,400

工事損失引当金 20,960 19,150

賞与引当金 23,130 23,451

その他 571,592 463,608

流動負債合計 2,768,354 3,284,596

固定負債

長期借入金 1,032,301 907,709

その他 56,508 78,161

固定負債合計 1,088,809 985,870

負債合計 3,857,164 4,270,466

純資産の部

株主資本

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 3,315,824 3,313,482

自己株式 △3,243 △3,320

株主資本合計 5,910,081 5,907,661

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,971 56,053

その他の包括利益累計額合計 9,971 56,053

純資産合計 5,920,052 5,963,715

負債純資産合計 9,777,216 10,234,182
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 3,663,866 3,520,833

売上原価 3,083,356 3,144,101

売上総利益 580,510 376,731

販売費及び一般管理費 ※1
 361,981

※1
 352,250

営業利益 218,529 24,480

営業外収益

受取利息 165 111

受取配当金 2,185 2,428

受取賃貸料 4,227 4,906

補助金収入 8,980 4,988

その他 3,389 3,990

営業外収益合計 18,948 16,424

営業外費用

支払利息 15,428 13,128

その他 2,040 4,551

営業外費用合計 17,468 17,680

経常利益 220,008 23,225

特別利益

固定資産売却益 － 18,645

特別利益合計 － 18,645

特別損失

固定資産除却損 160 218

特別損失合計 160 218

税金等調整前四半期純利益 219,848 41,652

法人税、住民税及び事業税 9,244 9,644

法人税等調整額 △10,376 △3,598

法人税等合計 △1,131 6,045

少数株主損益調整前四半期純利益 220,980 35,606

四半期純利益 220,980 35,606
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 220,980 35,606

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,600 46,082

その他の包括利益合計 4,600 46,082

四半期包括利益 225,581 81,689

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 225,581 81,689

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 219,848 41,652

減価償却費 105,514 93,614

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,164 3,184

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,000 1,400

工事損失引当金の増減額（△は減少） △18,300 △1,810

賞与引当金の増減額（△は減少） △48,698 320

受取利息及び受取配当金 △2,351 △2,539

支払利息 15,428 13,128

有形固定資産除売却損益（△は益） 160 △18,426

売上債権の増減額（△は増加） △369,546 △619,998

未成工事支出金の増減額（△は増加） △278,827 40,759

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 55,080 △18,394

その他の流動資産の増減額（△は増加） 29,912 △59,188

仕入債務の増減額（△は減少） 614,812 384,050

未成工事受入金の増減額（△は減少） 56,664 △159,241

その他の流動負債の増減額（△は減少） △71,668 △111,245

その他 14,556 3,089

小計 324,749 △409,645

利息及び配当金の受取額 2,356 2,539

利息の支払額 △15,288 △14,304

法人税等の支払額 △18,314 △18,203

営業活動によるキャッシュ・フロー 293,502 △439,613

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △96,522 △112,130

有形固定資産の売却による収入 － 55,000

貸付金の回収による収入 188 197

その他 △17 4,790

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,352 △52,142

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000 410,000

長期借入れによる収入 － 50,000

長期借入金の返済による支出 △157,450 △174,592

自己株式の取得による支出 － △76

配当金の支払額 △37,056 △35,611

財務活動によるキャッシュ・フロー △164,506 249,719

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,644 △242,036

現金及び現金同等物の期首残高 858,198 616,078

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 890,843

※
 374,042
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更に伴う影響額は軽微であります。

 

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　　 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

  
前連結会計年度

（平成24年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年３月31日）

受取手形 41,257千円 16,981千円

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

従業員給料手当 123,437千円 126,639千円

退職給付費用 8,239 7,609

貸倒引当金繰入額 3,164 4,504

賞与引当金繰入額 7,138 6,079

　

　２　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　

平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）　

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第２四半期連結

会計期間に集中しているため、第２四半期連結会計期間に多く計上される季節的変動要因がありますが、工事進行

基準適用工事の増加に伴い、工事進行基準に基づく売上高が工事の進捗度に応じて分散して計上される割合が高

まっているため、季節的変動は軽減される傾向にあります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお　

りであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

現金及び預金勘定 1,010,843千円 494,042千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △120,000 △120,000

現金及び現金同等物 890,843 374,042
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 37,949 5.0

平成23年　

９月30日

平成23年　

12月26日

利益剰余金

　
　

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 37,949 5.0

平成24年　

　９月30日

平成24年　

12月25日

利益剰余金

　
　

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成24年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 2,911,160677,66462,8493,651,67412,192 － 3,663,866
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 121,370 655 122,0261,834△123,861 －

計 2,911,160799,03563,5053,773,70114,026△123,8613,663,866

セグメント利益 360,14015,42328,935404,499△2,288△183,682 218,529

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△183,682千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。　
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

　該当事項はありません。　
　　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年10月１日 至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 2,700,794743,49745,2853,489,57831,255 － 3,520,833
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 59,040 655 59,6961,615△61,312 －

計 2,700,794802,53845,9413,549,27432,870△61,3123,520,833

セグメント利益 144,12728,70013,639186,4674,691△166,678 24,480

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△166,678千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。　
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

　該当事項はありません。　
　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 29円12銭 4円69銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 220,980 35,606

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 220,980 35,606

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,589 7,589

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年５月10日

コーアツ工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　政治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内 髙司 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーアツ工業株式

会社の平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年１月１日から

平成25年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーアツ工業株式会社及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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